
ふるさとの味　召し上がれ！

ふ
るさ
とシ
チューONさつまいもライス

「

アー
スラ
ンチ大賞」（勝間田小学校）

ふ
るさ
とシ
チューONさつまいもライス

「

アー
スラ
ンチ大賞」（勝間田小学校）



２
０
２
０
年
を

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に
―
２
０
２
１
年

へ
の
展
望
と
期
待

　
「
サ
ー
フ
ス
タ
ジ
ア
ム
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
」
が
建
設
中
の
「
静

波
サ
ー
フ
ス
タ
ジ
ア
ム
」
は
、
来

年
春
の
開
業
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
が
、
市

の
目
指
す
沿
岸
部
活
性
化
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
、「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ス

ク
エ
ア
」（
波
津
区
）
内
に
図
書

交
流
館
「
い
こ
っ
と
」
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
図
書
を
通
じ
た

交
流
や
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
を

図
り
ま
す
。

　

３
月
に
、
要
配
慮
者
用
放
射
線

防
護
施
設
、
地
頭
方
原
子
力
防
災

セ
ン
タ
ー
「
ジ
ー
ボ
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
11
月
か
ら
は
相
良
放
射

線
防
護
施
設
の
造
成
工
事
を
開
始

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
を
守

る
た
め
、
迅
速
な
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が

中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
を

見
据
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
・

安
全
を
第
一
に
市
政
を
運
営
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

来き
た

る
令
和
３
年
は
、
東
京
五
輪

も
予
定
ど
お
り
開
催
さ
れ
、
希
望

に
満
ち
た
１
年
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
12
月

牧
之
原
市
長　

杉
本
基
久
雄

田沼意次マラソン（２月９日）

献上茶謹製事業　茶摘み式典（４月11日）

建設が進む「静波サーフスタジアム」

静波海岸マリンスポーツステーション
運用開始（６月１日）

USAサーフィンとのWEB会議（８月28日）

熊本県人吉市に職員を派遣（７月７日～）

市の公式スローガンが
「RIDE ON MAKINOHARA」
に決定（３月25日）

橋幸夫さんが来市（11月９日）

事
業
」
で
は
、
４
月
の
茶
摘
み
式

典
に
始
ま
り
、
皇
室
へ
の
献
上
、

県
知
事
へ
の
報
告
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
静
岡
牧
之
原
茶
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
榛
原
総
合
病
院
を
は
じ

め
と
し
た
全
国
の
徳
洲
会
系
列
病

院
へ
の
新
茶
寄
贈
や
、
市
内
小
中

学
校
へ
の
コ
ー
ル
ド
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
寄
贈
な
ど
、
お
茶
の
効
能
紹

介
と
消
費
拡
大
に
向
け
取
り
組
み

ま
し
た
。

●
静
波
海
岸
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
運
用
開
始

　

多
目
的
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
、

更
衣
室
を
備
え
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
保
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、

苦
渋
の
選
択
と
な
り
ま
し
た
。

●RIDE ON M
AKINOHARA

誘

客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

海
水
浴
場
開
設
中
止
に
伴
い
影

響
を
受
け
た
宿
泊
業
者
な
ど
へ
の

支
援
を
目
的
に
実
施
。
市
内
宿
泊

施
設
へ
の
誘
客
に
つ
な
げ
ま
し

た
。
旅
館
・
民
宿
の
皆
さ
ま
と
も

連
携
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
誘

客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
７
月
下
旬
と
８
月
中
旬
に

は
、「
お
も
て
な
し
」
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期
終

息
を
祈
願
す
る
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
花

火
」
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

　

経
済
対
策
と
し
て
、
20
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
率
を
つ
け
た
総
額
３
憶

６
千
万
円
分
の
商
品
券
を
発
売
。

約
２
カ
月
で
完
売
し
、
市
内
経
済

活
性
化
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

を
聞
く
た
め
に
、
各
小
学
校
区
で

開
催
し
ま
し
た
。

●
県
内
在
住
の
歌
手
、
橋は

し

幸ゆ
き

夫お

さ

ん
が
来
市

　

広
大
な
茶
園
の
中
で
静
岡
牧
之

原
茶
を
味
わ
う
様
子
な
ど
を
収
録
。

12
月
１
日
に
は
動
画
投
稿
サ
イ
ト

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
公
開
さ
れ

ま
し
た
。

●
田
沼
意
次
侯
銅
像
募
金
が
目
標

金
額
を
達
成

　

生
誕
３
０
０
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
銅
像
建

立
を
目
指
し
た
募
金
が
、
目
標
金

額
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
令
和
３
年
５
月
下
旬
の

除
幕
を
目
指
し
、
銅
像
の
制
作
に

着
手
し
ま
す
。

﹇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
﹈

　

冬
季
を
迎
え
、
感
染
拡
大
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。
12
月
６
日
現

在
、
市
内
で
は
10
例
の
感
染
者
が

「田沼意次侯銅像」台座の銘板を揮毫（11月16日）

振
り
返
っ
て

は
じ
め
に

　

２
０
２
０
年
は
、
年
始
め
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
振
る
い
、
４
月
に
は
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。

　

先
行
き
の
見
え
な
い
不
安
を
抱

く
１
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
で

は
、「
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経

済
活
動
の
両
立
」
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

１
月
〜
３
月

●
成
人
式
・
田
沼
意
次
マ
ラ
ソ
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
市
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
も
影
響
が
出
始
め
ま
し
た

が
、
予
定
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
・
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
運
用
開
始

　

コ
ロ
ナ
情
報
を
は
じ
め
、
重
要

な
お
知
ら
せ
を
効
果
的
に
発
信
す

る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

●
（
仮
称
）
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
北
側
土

地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
業
務

協
定
を
締
結

　

市
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
高
台

開
発
が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

●
市
公
式
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「RIDE 

ON M
AKINOHARA

」
に
決
定

　

市
民
会
議
や
皆
さ
ん
か
ら
の
投

票
を
経
て
決
定
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
旗
印
に
、
本
市
の
魅
力
を
市

内
外
に
届
け
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

﹇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
﹈

　

感
染
拡
大
に
よ
り
、
３
月
３
日

〜
19
日
、
４
月
９
日
〜
５
月
17
日

の
間
、
市
内
小
中
学
校
を
一
斉
休

業
す
る
な
ど
、
学
校
生
活
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

４
月
〜
６
月

●
茶
業
へ
の
支
援
策

　
「
静
岡
牧
之
原
茶
献
上
茶
謹
製

﹇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
﹈

　

全
国
的
な
感
染
拡
大
で
、
緊
迫

度
が
上
昇
し
ま
し
た
。

　

政
府
は
４
月
７
日
か
ら
５
月
25

日
ま
で
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令

（
静
岡
県
は
４
月
16
日
〜
５
月
14

日
）。
市
で
は
、
公
共
施
設
な
ど

の
貸
出
制
限
や
特
別
定
額
給
付
金

の
交
付
な
ど
、
経
済
支
援
策
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

７
月
〜
９
月

●
今
夏
の
海
水
浴
場
開
設
を
断
念

　

不
特
定
多
数
の
行
楽
客
に
対
し

て
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
こ

と
や
、
海
の
事
故
に
対
す
る
安
全

応
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
冷
静

な
対
応
と
拡
大
防
止
に
向
け
た
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い

ま
す
。月

〜　

月

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　

教
育
環
境
の
整
備
に
向
け
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
端
末
の

購
入
な
ど
を
進
め
ま
す
。

●
公
立
保
育
園
等
民
営
化
の
推
進

　

公
設
民
営
で
運
営
し
て
い
る
静

波
保
育
園
を
令
和
４
年
４
月
か
ら

民
営
化
す
る
た
め
、
公
立
保
育
所

民
間
移
管
審
査
委
員
会
に
お
い
て

審
査
。
答
申
を
受
け
、
現
在
運
営

を
委
託
し
て
い
る
法
人
へ
の
移
管

の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

●
学
校
再
編
計
画　

市
民
意
見
交

換
会

　

学
校
再
編
計
画
策
定
委
員
会
が
、

素
案
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
意
見

10

12

●
７
月
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
友
好
交
流
都
市
・
熊
本
県
人

吉
市
に
職
員
を
派
遣

　

７
月
７
日
の
第
１
陣
を
皮
切
り

に
第
３
陣
ま
で
派
遣
し
、
主
に
支

援
物
資
の
集
積
所
の
立
ち
上
げ
か

ら
運
営
ま
で
を
支
援
し
ま
し
た
。

●
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業

　

市
内
２
カ
所
に
、
茶
集
出
荷
貯

蔵
施
設
お
よ
び
荒
茶
加
工
施
設
の

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
Ｕ
Ｓ
Ａ
サ
ー
フ
ィ
ン
と
ウ
ェ
ブ

会
議

　

東
京
五
輪
が
２
０
２
１
年
に
延

期
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
米
国

サ
ー
フ
ィ
ン
チ
ー
ム
と
事
前
合
宿

な
ど
の
方
針
に
つ
い
て
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

﹇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
﹈

　

８
月
25
日
、
本
市
で
初
め
て
の

感
染
者
を
確
認
。
以
降
、
状
況
に



■各施設の営業状況　（○ : 営業日、△ : 一部営業など、－: 休業日）

（＊）問い合わせは各一時預かり実施園（牧之原保育園・あおぞら保育園・相良保育園・静波保育園・川崎幼稚園・細江保育園）へお願いします。

年末年始の市の業務など施設 問い合わせ
12月 １月

備考26
土
27
日
28
月
29
火
30
水
31
木
１ ２
土
３
日
４
月
５
火
６
水

相良総合センター　い～ら ☎525544 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

榛原文化センター ☎㉓0002 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

萩間・地頭方公民館 ☎520311
片浜事務所 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

榛原・相良図書館 ☎532646
社会教育課 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 令和３年４月まで休館中

市史料館 ☎532625 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

地頭方原子力防災センター　ジーボ ☎㉓0058
防災課 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

水道課（榛原庁舎敷地内
就業改善センター１階） ☎㉓0082 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

漏水や濁りなどについて
は休業日も対応

▼榛原地域 ☎ 0001

▼相良地域 ☎ 2600

市民相談センター ☎㉓0088 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
12月29日火～１月３日日
は、消費者ホットライン　
「１

い
８
や
８
や
」利用停止

生活支援センター　やまばと ☎㉓0073 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
生活支援センター　つばさ ☎532610 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
地域包括支援センター オリーブ ☎㉒8822 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

休業日も緊急時は対応可
（24時間対応）地域包括支援センター さがら ☎531900 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

地域包括支援センター さんいく ☎㉓3600 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
子育て支援センター　榛原 ☎㉒0174 ー ー △ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

△：午前のみ開館
子育て支援センター　相良 ☎080（2625）

8332 ー ー △ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

子育て支援センター　みらいえ ☎㉓3180 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

保育園の一時預かり事業 （＊） △ ー △ ー ー ー ー ー ー △ △ ○ △：状況により受け入れ
　　できない場合あり

榛原児童館 ☎㉒6975 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー △ ○
△：午後のみ開館

相良児童館 ☎521535 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー △ ○

相良Ｂ＆Ｇ海洋センター
相良総合グラウンド ☎524600

相良Ｂ＆Ｇ海洋
センター

○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

片浜体育館・地頭方体育館 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

ぐりんぱる

☎㉒8899
ぐりんぱる

○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

フィットネスジム ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

静波グラウンド・静波体育館
仁田体育館・仁田アーチェリー場 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

謝恩閣（火葬場）
☎㉔1000
吉田町牧之原市
広域施設組合

○ ○ ○ ○ ー ○ ー ○ ○ ○ ー ○

南遠地区聖苑（火葬場） ☎580044
環境保全センター ○ ○ ○ ○ ー ○ ー △ ○ ○ ー ○ △：午後のみ開館

農村の家 ☎532618
農林水産課 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

相良油田資料館 ☎872525 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ○

物産センター ☎㉒2710 ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ○ ○ ○

さがら子生れ温泉会館 ☎541126 ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ○ ○ ○ ○ ○

祝

■
市
役
所
の
業
務

休
業
期
間

12
月
29
日
火
〜
１
月
３
日

休
業
期
間
中
の
問
い
合
わ
せ

　

榛
原
庁
舎　

☎（
23
）
０
０
０
１

　

相
良
庁
舎　

☎（
53
）
２
６
０
０

﹇
戸
籍
の
届
け
出
な
ど
﹈

休
業
中
の
戸
籍
の
届
け
出

　

出
生
や
婚
姻
な
ど
の
届
け
出
は
、

当
直
職
員
ま
た
は
警
備
員
が
預
か

り
ま
す
。

　

受
付
場
所
は
、
榛
原
庁
舎
西
側

と
相
良
庁
舎
東
側
で
す
。

　

死
亡
届
の
受
付
時
間
は
、
午
前

８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で

す
。

証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、

12
月
29
日
火
〜
１
月
３
日
日
ま
で

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

☎
（
23
）
０
０
２
１

■
さ
ざ
ん
か
の
貸
館
業
務

休
業
期
間

12
月
28
日
月
〜
１
月
３
日
日

問
い
合
わ
せ

　

長
寿
介
護
課

　

☎
（
23
）
０
０
７
６

■休日当番医 （診療時間）医科：午前９時～午後５時、歯科：午前９時～正午
▶急病者のみ受け付けます。通常の受診はご遠慮ください▶やむを得ず変更する場合や、対応できない診療科があります

医科

12月29日火 座光寺医院　　　　　　 　　　　☎633206 千内科クリニック（吉田町）　　　　　☎341001
12月30日水 中村医院耳鼻咽喉科歯科　　　　 ☎520434 さかい耳鼻咽喉科医院（吉田町）　　☎341818
12月31日木 御前崎市家庭医療センターしろわクリニック　 ☎㉓3211 佐故医院　　　　　　　　　　　 ☎㉒7010
１月１日　 高木内科医院　　　　　　　　　 ☎㉒0003 徳山整形外科（吉田町）　　　　　　☎330666
１月２日土 渥美医院　　　　　　　　　　　 ☎520583 田﨑クリニック（吉田町）　　　　　☎328585
１月３日日 廣瀬医院　　　　　　　　　　　 ☎520006 えんどうこどもクリニック　　　 ☎㉒7373

歯科

12月31日木
佐塚歯科医院（島田市金谷）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  ☎0547452626
赤堀歯科医院（吉田町）　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ☎333015

１月１日　 渡辺歯科医院（川根本町）　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　 　　　☎0547572666
１月２日土 グリーン歯科クリニック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　☎580226
１月３日日 榎田歯科医院　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　☎㉒0114

診療 期日 開業医（榛南西部地区） 開業医（榛南東部地区）

祝

■バスなどの運行（平日運行＝□、土日祝運行＝■、特別運行＝☆、運休＝ー）
＊バスの時刻表など、詳細はしずてつジャストライン株式会社ホームページ（http://www.justline.co.jp）を確認してください。

バス路線 26
土
27
日
28
月
29
火
30
水
31
木
１ ２
土
３
日
４
月
５
火
６
水 問い合わせ

特急静岡相良線・島田静波線・藤枝相良線 ■ ■ □ ■ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ □ □ □ 静鉄バス
コールセンター
☎054（252）0505

萩間線・相良御前崎線・相良浜岡線 ■ ■ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ □ □
勝間田線 ■ ■ □ － － － － － － □ □ □
鬼女・菅山線 － － － － － － － － － － － □ 地域振興課　☎532612

デマンド乗合タクシー 令和２年運行最終日 ～ 令和３年運行開始日 問い合わせ
さかべ号 （火・木曜日運行） 12月24日木

運
休

１月５日火
東海タクシー株式会社 ☎㉒0288

かつまた号 （水・金曜日運行） 12月25日金 １月６日水
すげやま号・はぎま号 （火・金曜日運行） 12月25日金 １月５日火 榛南交通株式会社　☎㉘7776

■ごみの収集と搬入 （○ : 営業日、－: 休業日、△：可燃ごみのみ）

施設 問い合わせ ごみ
12月 １月

備考26
土
27
日
28
月
29
火
30
水
31
木
１ ２
土
３
日
４
月
５
火
６
水祝

環境保全センター
（相良地域） ☎ 0044

収集 ○ ー ○ △ △ ー ー ー ー ○ ○ ○ 収集日は「家庭ごみカレン
ダー」参照

搬入 ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
清掃センターさん
あーる・リサイクル
センター（榛原地域）

☎ 0530
収集 ○ － ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 収集日は「家庭ごみカレン

ダー」参照

搬入 ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

2020
2021

祝

祝



本年７月の豪雨や令和元年台風19号、平成30年の西日本豪雨では、暴風や河川の氾濫、
土砂災害など、日本各地に甚大な被害がもたらされました。被災した地域は事前に危険性
が指摘されていた場所が多く、「ハザードマップ」の重要性が改めて認識されています。
市ではこのたび、「洪水ハザードマップ」に新たな情報を盛り込んで更新し、各戸配布し
ますので、概要などをお知らせします。

問い合わせ　防災課　西原直樹　☎㉓0056

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
「
牧
之
原
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
は｢

地
図
面｣

と
「
情

報
面
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
図
面
」
は
、
坂
口
谷
川
、

勝
間
田
川
、
萩
間
川
、
隣
接
す
る

吉
田
町
を
流
れ
る
湯
日
川
、
大
井

川
が
降
雨
に
よ
り
氾
濫
し
た
場
合

の
、
浸
水
す
る
範
囲
や
深
さ
の
予

想
、
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
危

険
箇
所
や
土
砂
災
害
の
危
険
区
域

な
ど
を
表
示
し
た
も
の
で
す
。

　
「
情
報
面
」
は
、
洪
水
災
害
に

関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
行
動
の

ヒ
ン
ト
、
日
頃
か
ら
の
準
備
な
ど

を
記
載
し
た
も
の
で
す
。

日
頃
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う

　

日
頃
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

利
用
し
て
、
非
常
持
出
品
の
準
備

や
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
、
災
害

時
の
備
え
に
つ
い
て
家
族
や
地
域

で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
広
報
ま
き
の
は
ら
５
月

号
掲
載
「
台
風
や
集
中
豪
雨
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
」
と
、
７
月
号

掲
載
「
警
戒
レ
ベ
ル
を
理
解
し
風

水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
」
の
記
事

も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

７
月
号
掲
載
記
事
中
の
「
避
難
行

動
判
定
フ
ロ
ー
」
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
併
せ
て
確
認
し
、
一
人

一
人
の
避
難
の
要
否
を
判
断
し
て

く
だ
さ
い
。

ハザードマップはあくまでも想定図です。雨の降り方や土地の状態によっては、地図に示され
た区域以外でも洪水や土砂災害が発生することもありますので、十分に注意してください。

　　　　　「想定最大規模」と「計画規模」の２種類があります。
▶想定最大規模（水色）
おおむね千年に１回程度起きるおそれのある降雨（想定しうる最大規模の降雨）を想定。
▶計画規模（黄緑色）
おおむね50～100年に１回程度起きるおそれのある降雨（河川改修の際に考慮する規模の降雨）を想定。

［情報面］

［地図面］

！

が なりました洪水ハザードマップ洪水ハザードマップ 新しく新しく

「榛原地区」のハザードマップ。
他に「相良・萩間地区」のものと「地頭方地区」のものがある。



編集　牧之原市消防団本部広報班　市役所情報交流課
問い合わせ　消防団事務局　防災課　☎㉓0057

①
災
害
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド

　

市
内
で
発
生
し
た
火
災
な
ど
に
よ
る
消

　

防
署
の
出
動
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。

☎
０
１
８
（
０
９
９
）
５
６
７
８

　

＊
通
話
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

　

＊
一
部
の
電
話
で
は
利
用
で
き
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

②
夜
警
巡
視
に
ご
協
力
を

　

消
防
団
で
は
、
夜
警
巡
視
を
12
月
か
ら

　

２
月
末
ま
で
実
施
し
、
火
災
の
発
生
予

　

防
お
よ
び
早
期
発
見
に
取
り
組
ん
で
い

　

ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

巡
視
期
間
や
時
間
帯
は
、
地
域
に
よ
り

　

異
な
り
ま
す
。

③
新
春
出
初
め
式

　

令
和
３
年
牧
之
原
市
消
防
団
出
初
め
式

　

を
執
り
行
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

拡
大
防
止
の
た
め
、
操
法
披
露
は
実
施

　

せ
ず
、
式
典
の
み
の
開
催
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
状
況
な
ど
に
よ
り
、
式
典

　

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
承

　

知
お
き
く
だ
さ
い
。

期
日　

１
月
10
日

時
間　

午
後
２
時
〜

場
所　

相
良
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

    

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

女
性
消
防
隊

　

牧
之
原
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

女
性
消
防
隊
は
、
火
災
現
場
へ
向
か

う
男
性
消
防
団
員
と
は
違
い
、
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
地
域
に
貢
献
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
入
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
入
隊
し
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
29
年
３
月
12
日
の
法
律
改
正
に

よ
り
、
普
通
免
許
で
運
転
可
能
な
車
両

総
重
量
が
３
・５
ト
ン
に
変
更
さ
れ
、
法

改
正
後
に
取
得
し
た
普
通
免
許
で
は
、

市
消
防
団
で
所
有
す
る
３
・
５
ト
ン
以

上
の
消
防
車
両
を
運
転
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
消
防
団
員
を
対
象

と
し
て
、
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
用
の
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
静
岡
県
消
防
協
会
の
補

助
制
度
も
併
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

牧
之
原
市
消
防
団
は
、
現
在
４
７
８

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
安

全
安
心
の
た
め
、
地
域
防
災
の
中
核
を

担
っ
て
い
ま
す
。

﹇
消
防
団
Ｑ
＆
Ａ
﹈

Ｑ　
消
防
団
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

Ａ

消
火
活
動
、
風
水
害
警
備
、
花
火

　

大
会
警
備
、
防
災
訓
練
な
ど
の
地
域

　

活
動
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

　

参
加
し
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
に
入
る
た
め
に
は
？

Ａ

牧
之
原
市
内
に
居
住
、
勤
務
、
在

　

学
す
る
人
で
、
年
齢
が
18
歳
以
上
な

　

ら
、
誰
で
も
消
防
団
に
入
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

    

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
の

    

取
得
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

牧
之
原
市
消
防
団
新
入
団
員
募
集
！

子育て支援センターでの救命講習

Ｑ　

仕
事
で
忙
し
い
場
合
は
？

Ａ　

も
ち
ろ
ん
仕
事
や
学
業
を
優
先
し

　

て
く
だ
さ
い
。
団
員
は
、
仕
事
や
家

　

庭
と
両
立
し
、
空
い
た
時
間
で
活
動

　

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
？

Ａ　

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地

　

方
公
務
員
で
す
。
活
動
に
必
要
な
資

　

機
材
は
無
償
で
貸
与
さ
れ
、
活
動
年

　

数
に
応
じ
た
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ

　

れ
ま
す
。
公
務
災
害
補
償
な
ど
福
利

　

厚
生
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

　

は
？

Ａ　

地
域
や
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
で

　

き
ま
す
。
学
生
時
代
の
同
級
生
や
先

　

輩
・
後
輩
と
再
会
し
た
り
、
消
防
団

　

を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
が
で
き
ま
す
。

自己負担額６万円

（例）
免許取得費用
16万円

準中型自動車運転免許
取得事業費補助制度

牧之原市から
10万円の補助

＊併せて静岡県消防協会の
　補助も利用できます。

準中型自動車運転免許

平成29年３月12日に新た
に施行された「普通免許」
と「中型免許」の間に当
たる新しい運転免許の種
類。この免許を取得する
ことで、車両総重量７．５
トン未満、最大積載量４．
５トン未満の車両を運転
することができます。

出初め式式典（前年の様子）

﹇
具
体
的
な
活
動
例
﹈

●
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
得
し
、

　

地
域
で
応
急
救
護
普
及
活
動
を
実
施

●
幼
稚
園
、
保
育
園
を
ま
わ
り
、
子
ど

　

も
た
ち
へ
花
火
の
安
全
な
遊
び
方
を

　

教
え
る
花
火
教
室
を
実
施

●
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
へ

　

の
参
加

●
辞
令
交
付
式
や
出
初
め
式
な
ど
消
防

　

団
式
典
へ
の
参
加

●
そ
の
他
、
夜
警
巡
視
な
ど
啓
発
活
動

　

や
広
報
活
動
を
実
施

　

地
頭
方
消
防
館
が

　

間
も
な
く
完
成
し
ま
す

　

前
年
度
、
坂
部
区
内
に
建
設
し
た
第

３
分
団
の
坂
部
消
防
館
に
引
き
続
き
、

本
年
度
は
新
庄
区
内
に
第
10
分
団
の
地

頭
方
消
防
館
を
建
設
し
て
お
り
、
間
も

な
く
完
成
し
ま
す
。

　

地
頭
方
地
区
の
５
つ
の
詰
所
は
、
老

朽
化
し
て
い
る
も
の
や
津
波
浸
水
区
域

内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
団
員
の
就
業
構
造
の
多
様

化
な
ど
に
よ
る
昼
間
の
火
災
出
動
の
難

し
さ
や
、
適
齢
者
人
口
の
減
少
に
よ
る

将
来
の
団
員
減
少
な
ど
も
考
慮
・
検
討

し
、「
５
つ
の
詰
所
を
２
つ
に
統
合
す

る
」
と
い
う
再
編
計
画
を
も
と
に
、
新

詰
所
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
、
よ
り
機
能
的
な
詰

所
の
建
設
や
安
全
装
備
品
の
購
入
な

ど
、
消
防
団
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

建設中の地頭方消防館



事業所名 所在地
株式会社加藤組 静波1637番地

有限会社榛原クリーンサービス 細江1224番地１

株式会社木村組 細江1563番地

株式会社松浦組 細江3212番地１

有限会社大石建材 坂部2919番地１

水野建設工業株式会社 東萩間2918番地２

山本電機株式会社 勝間684番地３

有限会社木下組 勝田1258番地

相良建設株式会社 大江33番地２

大石電設株式会社 地頭方148番地１

本目商事株式会社 地頭方935番地９

共和建設株式会社 地頭方2194番地８

株式会社鈴木土建 堀野新田161番地

株式会社明建 女神21番地２

有限会社ＹＫ電気 大寄201番地１

株式会社望月塗工 御前崎市白羽5713番地11

東遠ガス熔材株式会社 吉田町片岡2206番地の１

消
防
団
協
力
事
業
所
に
な
る
に
は

　

次
の
要
件
を
１
つ
以
上
満
た
す
こ
と

で
、
協
力
事
業
所
に
な
れ
ま
す
。

▼
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、
１
人

　

以
上
入
団
し
て
い
る
。

▼
従
業
員
の
消
防
団
活
動
を
理
解
し
、

　

そ
の
活
動
に
配
慮
し
て
い
る
。

▼
災
害
時
な
ど
に
、
事
業
所
の
資
機
材

　

を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
、
協
力

　

を
し
て
い
る
。

▼
事
業
所
内
に
独
自
の
消
火
部
隊
な
ど

　

を
設
置
し
て
い
る
。

＊
申
請
時
に
、
消
防
関
係
法
令
遵
守
状

　

況
に
つ
い
て
、
消
防
署
の
立
入
検
査

　

が
あ
り
ま
す
（
２
年
ご
と
に
更
新
が

　

必
要
）。

消
防
団
協
力
事
業
所
に
な
る
と

　
「
消
防
団
の
活
動
に
協
力
す
る
事
業

所
等
を
応
援
す
る
県
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
（
消
防
団
応
援
条
例
）」
に
よ

り
、
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
事
業
所

は
、
事
業
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

﹇
控
除
内
容
﹈

　

各
事
業
年
度
の
事
業
税
の
２
分
の
１

に
相
当
す
る
額
を
控
除
（
１
０
０
万
円

を
限
度
）

﹇
対
象
﹈

　

次
の
要
件
を
満
た
す
、
知
事
の
認
定

を
受
け
た
法
人
（
資
本
金
も
し
く
は
出

資
金
の
額
が
１
億
円
以
下
の
法
人
ま
た

は
出
資
金
の
額
が
１
億
円
を
超
え
る
特

別
法
人
に
限
る
）
ま
た
は
個
人

（
１
）
県
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、
か
つ

　

当
該
事
業
所
等
の
す
べ
て
が
県
内
市

　

町
の
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

　

度
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

（
２
）
県
内
の
事
業
所
等
に
お
け
る
使
用

　

人
等
の
う
ち
、
消
防
団
員
が
１
人
以

　

上
（
出
資
金
の
額
が
１
億
円
を
超
え

　

る
特
別
法
人
に
あ
っ
て
は
３
人
以
上
）

　

い
る
こ
と
。

（
３
）
消
防
団
活
動
に
配
慮
し
た
規
程

　
（
就
業
規
則
な
ど
）
を
整
備
し
て
い
る

　

こ
と
。

＊
出
資
金
が
１
億
円
を
超
え
る
特
別
法

　

人
は
、
地
方
税
法
に
規
定
す
る
特
別

　

法
人
で
あ
っ
て
、
平
成
28
年
４
月
１

　

日
以
後
に
事
業
年
度
を
開
始
す
る
事

　

業
税
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

■牧之原市消防団協力事業所一覧

消防団協力事業所表示証

―
以
前
か
ら
、
消
防
団
と
の
関
わ

り
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　

私
自
身
、
24
歳
か
ら
９
年
間
、

萩
間
地
区
の
消
防
団
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。
消
防
車
に
乗
っ
た
り
ポ

ン
プ
を
操
作
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
普
段
の
生
活
で
は
ま
ず
無
い

の
で
、
地
元
の
同
級
生
た
ち
と
一

緒
に
入
っ
て
楽
し
く
活
動
し
ま
し

た
。

　

今
は
、
会
社
の
従
業
員
が
１
人

消
防
団
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
消
防
団
協
力
事
業
所
制
度
は

知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

　

初
め
は
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
消
防
団
に
入
っ
て
い
る
従

業
員
か
ら
聞
い
て
、
制
度
を

知
り
ま
し
た
。

―
な
ぜ
消
防
団
協
力
事
業
所

に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す

か
？

　

私
も
以
前
は
消
防
団
に

入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

消
防
団
員
を
抱
え
る
事
業
所

と
し
て
、
地
元
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。
事
業
税
の
控
除
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
後
か
ら
知

り
、
と
て
も
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

―
協
力
事
業
所
と
し
て
、
消
防
団

へ
ど
の
よ
う
な
協
力
を
し
て
い
ま

す
か
？

　

団
員
に
は
「
仕
事
中
で
あ
っ
て

も
火
災
が
起
こ
れ
ば
す
ぐ
に
駆
け

つ
け
て
い
い
」
と
い
う
話
は
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
団
員
が
市
外
の

現
場
に
出
て
い
る
と
き
に
は
、
私

か
ら
電
話
を
し
て
火
災
の
発
生
を

伝
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
消
防
団
協
力
事
業
所
に
な
っ
て

感
じ
た
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す

か
？

　

や
は
り
、
事
業
税
の
控
除
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
大
き
い

有限会社ＹＫ電気

代表取締役 横
よこ

山
やま

文
ふみ

宏
ひろ

さん

有限会社ＹＫ電気
［事業内容］電気工事業
［従業員数］９人（消防団員１人）
［代　　表］横山文宏
［所  在  地］牧之原市大寄201番地１

で
す
。
初
め
は
、
火
災
時
に
従
業

員
を
派
遣
し
た
り
、
事
業
所
に
あ

る
資
機
材
を
提
供
し
て
地
域
の
消

防
団
活
動
に
協
力
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
地
域
貢
献
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
事

業
税
の
控
除
の
こ
と
を
知
り
、
良

い
制
度
な
の
で
も
っ
と
活
用
さ
れ

れ
ば
い
い
の
に
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
私
も
知
ら
な
か
っ
た
よ

う
に
、
こ
の
制
度
自
体
の
認
知
度

が
ま
だ
ま
だ
低
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
所
に
も
っ

と
活
用
し
て
も
ら
っ
て
、
地
域
の

安
全
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

　

消
防
団
協
力
事
業
所
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

市
で
は
、
牧
之
原
市
消
防
団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
ま
た
は
そ
の
他

の
団
体
に
対
し
て
、「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
協
力
事
業
所
に
な
る
と
、
事
業
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
消
防
団
員
の
活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域
の
安

全
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

防
災
課　

桑
原
健
輔　

☎
（
23
）
０
０
５
７



冬は、インフルエンザやノロウイルスなどによる感染性胃腸炎
など感染症が流行しやすい季節になります。本年は新型コロナ
ウイルス感染症の流行も加わり、ますます感染症に注意が必要
となっています。
感染症の原因となるウイルスは、乾燥した空気と低い気温を好
み、飛沫感染や接触感染で容易に広がっていきます。
自分や家族を守るため、正しい知識で感染を予防しましょう

問い合わせ　健康推進課　中村恵理　☎㉓0024

感
染
症
か
ら
身
を
守
る
方
法

①
手
洗
い
の
徹
底

　

手
指
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す

る
た
め
に
は
、
こ
ま
め
に
手
を
洗
う
こ

と
が
最
も
大
切
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
も
有
効
で
す
。

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

飛
沫
感
染
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス

の
飛
散
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

③
「
３
つ
の
密
」
を
避
け
る

　
「
密
閉
」
さ
れ
た
空
間
に
人
が
「
密
集
」

し
、「
密
接
」
な
距
離
で
会
話
す
る
よ

う
な
「
３
つ
の
密
」
の
状
況
を
避
け
る

こ
と
で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）

の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

寒
い
時
期
で
す
が
、
で
き
る
範
囲
で

室
内
の
換
気
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

④
自
己
免
疫
力
を
上
げ
よ
う

　

規
則
正
し
い
生
活
（
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
や
適
度
な
運
動
な
ど
）
を

し
て
免
疫
力
を
高
め
、
感
染
症
に
な
り

に
く
い
体
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
記
事
に
掲
載
し
て
い
る
軽
い
運
動
や

レ
シ
ピ
な
ど
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
予
防
接
種
を
す
る

　

感
染
症
に
は
、
予
防
接
種
で
予
防
で

き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
予
防
接
種
で
重
症
化
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

軽い運動によって気持ちがすっきりした経験はありませんか。
実は科学的にも、運動によってセロトニンやドーパミンといった神経伝達物質が増えることがわかっています。
セロトニンは心を落ち着かせて頭の働きを良くするなど、脳をいきいきさせてくれることがわかっています。
また、ドーパミンは気分を上げて前向きな思考になるのを助けてくれます。
運動をするとすっきりするのは気のせいではなく、正常な脳の働きなのです。

バランスのよい食事を心がけて、免疫力アップ！

インフルエンザ流行期に発熱した場合の医療機関への相談・受診について

これから、季節性インフルエンザが流行する時期になると、発熱症状の人が多数出ることが想定されます。
しかし、インフルエンザと現在流行中の新型コロナウイルス感染症は症状が似ているため、鑑別が難しい状
況です。このような中で、発熱症状が現れた場合に医療機関をいきなり受診すると、医療従事者や他の患者
などに感染が広まってしまう恐れがあります。まずは下記のフロー図に従い、医療機関や相談センターに電
話して、指示を仰いでください。
また現在、榛原総合病院内に、かかりつけ医がいない人を対象とした発熱者相談ダイヤルの設置を進めてい
ます。詳細が決まり次第、広報まきのはらや市ホームページなどでお知らせします。
新型コロナウイルス感染症は、いまだ特効薬や予防ワクチンがない状況です。
拡大を防止するためには、引き続き「手洗い」「マスクの着用」「３つの密（密集・密接・密閉空間）の回避」
「人との距離を保つ」など、感染症の予防策を心掛けましょう。

免疫力アップ！ 気分もアップ！ ちょっとトレーニングのご紹介♪

［材料（４人分）］
大根・・・・・１/４本（250グラム）
赤パプリカ・・１/４個（40グラム）
かいわれ・・・１/２パック（20グラム）

マヨネーズ・・大さじ２
牛乳・・・・・大さじ１ 　A
レモン汁・・・大さじ１

パルメザンチーズ・・大さじ４
ブラックペッパー・・少々

［作り方］
① 大根は千切り、赤パプリカは薄切りにし、かいわれは根を切り落
　 とし、ボールに入れて和える。
② Ａを混ぜ合わせておく。
③ ①を器に盛り、②をかけ、パルメザンチーズ、ブラックペッパー
　 をふりかけたら完成♪

［１人あたり栄養価］
エネルギー　　91キロカロリー
たんぱく質　　3.3 グラム
脂質　　　　　6.8 グラム
食塩相当量　　0.3 グラム

　　　大根のシーザーサラダ　　　冬が旬の大根を使って、不足しやすい副菜をプラス！

主食
（ごはん、パン、めん類）

主菜
（肉、魚、卵、大豆料理）

副菜
（野菜、きのこ、いも、海藻料理） 牛乳・乳製品 果物

１食の中でそろえよう！ １日１回とろう！

Let's
 cook

!!

みんなで
乗り越えよう！

かかりつけ医がいる人 かかりつけ医がいない人

かかりつけ医に電話相談

医療機関を受診
患者の行動歴や医療圏域での陽性者の発生状況などから、新型コロナの検査の必要性を医師が判断

静岡県発熱等受診相談センター　☎ 050（5371）0561（24時間受付）

発熱患者などの相談・受診フロー図

感染症から身を守るために

＊足は閉じましょう。腰が痛い人は腰幅に開いてもＯＫ。

立ち後屈
（上体反らし）

①手をまっすぐ
上に伸ばして手
を見る。

②そのまま息を吸
いながら上体をそ
らし、お腹と腰を
前にぐっと出す。

③息を吐きながら
元の姿勢に戻る。

立ち後
Let's

 try!
!

☆期待できる効果☆
▶お尻、背中、下腹部、
　腕のたるみを引き締める
▶バストアップ
▶気分のリフレッシュ



農
地
利
用
の
最
適
化
に
取
り
組
む

〜
農
業
委
員
会
の
改
選
〜

　

令
和
２
年
12
月
１
日
、
市
役
所
相
良
庁
舎
に
お
い
て
、
牧
之
原
市
農
業
委
員

会
の
改
選
に
伴
い
、
第
１
回
総
会
が
市
長
の
招
集
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

17
人
の
新
農
業
委
員
は
自
薦
・
他
薦
に
よ
り
募
集
し
、
市
議
会
の
同
意
を
得

た
も
の
で
、
総
会
に
お
い
て
市
長
が
一
人
一
人
に
任
命
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
業
委
員
の
互
選
に
よ
り
西
谷
光
夫
委
員
が
会
長
に
選
任
さ
れ
、
20

人
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課　

加
藤
伸
久　

☎
（
53
）
２
６
１
８

農地利用最適化推進委員の役割は次のとおりです。

▼農地などの利用の最適化の推進に関する指針の策定や変
　更などについて意見を述べる

▼農地などの最適化の推進について、指針を踏まえて現場
　活動を行う（農地利用の荒廃化の防止、新規参入の促進）

具体的には担当地区において次のような仕事を行います。

▼「人・農地プラン」など地域農業者の話し合いを推進

▼農地の集積・集約化を推進

▼荒廃農地の発生防止や解消を促進

▼農業委員と共に農地中間管理機構と密接に連携

農地利用最適化推進委員の
役割について

担当区 氏名 住所

相良・福岡・波津・須々木 小
お

笠
が さ

原
わ ら

一
か ず

之
ゆ き

須々木

大江 今
いま

村
む ら

幸
ゆ き

博
ひ ろ

大江

片浜 太
お お

田
た

宜
よ し

孝
た か

片浜

大沢 長
なが

野
の

好
よ し

克
か つ

大沢

菅山 富
とみ

田
た

豊
と よ

久
ひ さ

菅ケ谷

白井・中里 松
まつ

浦
う ら

徹
て つ

男
お

黒子

神寄・西萩間・東萩間 寺
てら

田
だ

克
か つ

巳
み

西萩間

牧之原（旧相良地域） 鈴
すず

木
き

鉄
て つ

司
じ

西萩間

地頭方・落居・豊岡・新庄・遠渡
宮
みや

川
か わ

義
よ し

久
ひ さ

地頭方

曽
そ

根
ね

優
ゆ う

治
じ

落居

静波 加
か

藤
と う

信
の ぶ

男
お

静波

細江
西
にし

谷
た に

敏
と し

広
ひ ろ

細江

望
も ち

月
づ き

喜
き

一
い ち

郎
ろ う

細江

川崎
植
うえ

田
だ

初
はじめ

勝俣

中
な か

島
じ ま

伸
し ん

二
じ

仁田

勝間田
浅
あさ

野
の

精
せ い

一
い ち

中

𠮷
よ し

岡
お か

利
と し

和
か ず

切山

牧之原（旧榛原地域） 門
もん

奈
な

正
ま さ

敏
と し

勝田

坂部
浅
あさ

倉
く ら

敏
と し

道
み ち

坂部

石
い し

神
が み

陽
よ う

司
じ

坂口

新しい農業委員の皆さん

飯
いい

田
だ

敏
と し

春
は る

（細江）

大
おお

石
い し

明
あ き

宏
ひ ろ

（勝田）

新会長あいさつ

職務内容：農地法などに基づく許認可業務（総会への出席や現地調査）、農地利用の最適化
推進業務（担い手への農地集積・集約化の推進活動や耕作放棄地の発生防止・解消の推進
活動、農業への新規参入の支援）、農地利用最適化推進委員との連携など

農
業
の
維
持
・
発
展
を
目
指
す

　

地
域
の
皆
さ
ま
お
よ
び
関
係
機
関

に
は
、
日
頃
か
ら
農
業
委
員
会
の
活

動
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
農
業
委
員
会
の
改
選

に
伴
い
、
12
月
の
初
総
会
に
お
い
て
、

農
業
委
員
全
員
の
信
任
を
い
た
だ
き

会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
大

変
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、
責
務
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
今
の
農
業
情
勢
は
、
担
い
手
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
遊
休
農
地 西

にし

谷
た に

光
み つ

夫
お

（大江）

の
増
加
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。

　

政
府
の
規
制
改
革
に
よ
り
、
農
業

委
員
の
主
た
る
使
命
と
し
て
、
従
来

か
ら
の
許
認
可
な
ど
の
業
務
に
加
え
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
農
地
利
用
の
最
適
化
は
、

地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
を
図
っ
て

い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
で

あ
り
、
私
た
ち
が
果
た
す
役
割
は
重

大
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
、
農

業
者
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
地
域
の
農
業
を
維
持
・
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
力
を
発
揮
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご

協
力
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

齊
さい

藤
と う

勝
ま さ

幸
ゆ き

（西萩間） 大
おお

関
ぜ き

進
すすむ

（坂口）

鈴
すず

木
き

昌
ま さ

男
お

（須々木） 加
か

藤
と う

臣
と み

得
あ り

（静波）山
やま

本
も と

義
よ し

澄
ず み

（東萩間）

中
なか

島
じ ま

安
や す

彦
ひ こ

（切山）

永
なが

田
た

好
よ し

孝
た か

（勝俣）

増
ます

田
だ

浩
こ う

二
じ

（菅ケ谷）

増
ます

田
だ

正
ま さ

和
か ず

（新庄）

戸
と

塚
づ か

康
や す

夫
お

（白井）

鈴
すず

木
き

真
ま

弓
ゆ み

（堀野新田）

平
たいら

幹
み き

夫
お

（坂口）

辻
つじ

敏
と し

宏
ひ ろ

（勝田）

谷
たに

口
ぐ ち

恵
し げ

世
よ

（坂口）

農地利用最適化推進委員名簿（敬称略）

＊
法
律
に
よ
り
認
定
農
業
者
を
過
半
数
と
し
、利
害
関
係
の
な
い
者（
非
農
家
）

　

を
１
人
以
上
、
女
性
や
青
年
を
登
用
。
紹
介
は
50
音
順
・
敬
称
略
。



市の介護保険事業計画では、高齢者の自立支援・介護予防・重度化防止を推進しています。
中でも、社会福祉協議会に委託している「生活支援コーディネーター」は、元気な市民の皆
さんの力を集め、一緒になって考え、高齢者のための「やっていることを続ける」「やれる
ことを増やす」「やりたいことを実現する」活動を進めています。
一人ではできないことも、何人か集まると楽しくできます。仲間づくりも生活支援コーディ
ネーターの役割です。

問い合わせ　長寿介護課　野田章子　☎㉓0076

毎週火・木曜日に、予約なしで何気なく寄れる「ちょっく
ら処」を開いています。
お茶を飲んでしゃべったり、オセロや脳トレをしたり。自
分の好きなことをやって、やりたいことが無ければ座って
見ているだけでもＯＫ。送迎はしていませんが、市役所や
病院受診のついでに寄ってみてください。

スーパーや量販店の入り口で待機して、お話ししながら
品物を一緒に選んだり、たくさんになった品物を運んだ
り、かさばる物を預かって一緒に回ったりする「買い物
支援」の活動をしていました。
今は、新たな「買い物支援」の場所や、活動を知っても
らい活用してもらう工夫を考えているところです。

歳を重ねると、現役の時に比べ、外出や会話の機会が少なくなる人が増えます。
外に出て、人と会話し、笑うことは、認知機能の低下予防に効果的です。身体が元気な時は、仕事や
地域の活動などに積極的に参加し、「外に出て、話して、笑う機会」を確保しましょう。
生活支援コーディネーターと「こんなことがあったらいいな」を考えて、活動を見に来て、話して、
仲間を作って、一緒にやってみましょう。

高齢者の集まるサロンやデイサービスでは、手芸や塗り絵
などの作業を、高齢者と話をしながら一緒にやってくれる
人を求めています。コツは「楽しく、笑いながら」。
上手にやれないことも和みの材料になります。

［参加者の声］
手芸をするのは不器用だから難し

い

こともあるけど、みんなと話せる
の

が楽しいので、毎回来る。体が不
自

由になっても、みんな同じだとわ
か

るため、気が楽になる。

高齢者が何気なく集まる「居場所」では、施設の
鍵を開けたり、集まってきた人と世間話をしたり、
ゲームの準備をしたりするなど、一緒にやってく
れる人を求めています。
「外に出て、話して、笑う機会」が少なくなって
きた人が、身近な外出の機会を求めて参加してい
ます。新しいことや普段はあまりできないことを、
隣で一緒に見て、聞いて、話して、体を動かして、
笑って…。みんなで楽しく介護予防（認知症予防）
をしましょう。

「こんなことがあったらいいな」
を一緒に作りましょう

参加のご相談は、
生活支援コーディ

ネーターへ！

問い合わせ　市社
会福祉協議会（い

～ら内）

　　　　　　☎52
3500

生活支援コーディネーターの皆さん。
写真左から、横

よこ
山
やま
信
のぶ
子
こ
さん、大

おお
石
いし
美
み
奈
な
子
こ
さん、小

お
川
がわ
夢
ゆめ
加
か
さん

［場所］　市役所榛原庁舎東側（旧しずなみデイサービスセンター）　所在地：静波1430番地１
［日時］　毎週火曜日・木曜日（令和３年１月からは毎週木曜日・金曜日）
　　　　午前９時30分～午前11時　＊年末は12月24日　まで、年始は１月７日　から開いています。
　　　　＊マスクの着用をお願いします。

解決！

解決！

［一緒にやっている人の声］
協力してくれる人がもっと
いたらうれしい。 「こんなことがあったらいいな」をみんなで実現

市内には、高齢者が生活する上で感じる「こんなことがあったらいいな」を叶える活動をしている人が
いることをご存じですか。社会福祉協議会に配置されている「生活支援コーディネーター」と一緒に「あっ
たらいいな」を探し、仲間を募り、少しずつ活動の場を広げています。
「活動に参加してみようかな」「見るだけでも行ってみたい」と思った人は、ぜひ生活支援コーディネー
ターに連絡してください。

あなたを待っています　一緒にやりましょう
「特別な技術は無いけど、少しの時間で私にも何かできることがあるかな」と思っている人。
「何かしたいけど、きっかけがないし、一人ではなぁ…」と考えてしまう人。
生活支援コーディネーターは、そんなあなたを待っています。

近所のなじみは、みんなデイサービスに行って、
元気な私は友達と会う

機会がなくなって寂しい。 気軽に集まって楽しめる場所
があったらいいなぁ。

スーパーに買い物に行くけど、広い店内を歩いて欲しいものを買うのが大変。一緒に行ってくれる人がいれば助かるんだけどなぁ。

木 木



— ☎㉓ ☎53
☎㉓ ☎㉓ ☎52

税
金

固
定
資
産
税
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
お
け
る
市
内
の
固
定
資
産
（
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
）
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
る
地
方
税
で
す
。
年
の
途
中
の
売

買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
所
有
権
が
移
転

し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
分
は
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
税
は
、
市
税
全
体
の
約
半
分
を

占
め
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
公
共

事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
重
要
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
人

は
、
原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所
有
者

と
な
り
ま
す
。

税
額
の
算
出
方
法

　

固
定
資
産
税
の
税
額
は
「
課
税
標
準

額
×
税
率
」
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。

税
率
と
課
税
標
準
額
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
税
率

は
１
・
４
％
で
す
。

　

課
税
標
準
額
は
、
原
則
と
し
て
固
定

１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

小
林
孝
明
・
山
口
佑
介　

☎
（
23
）
０
０
３
５

資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
と
同
じ
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
住
宅
用
地
の
よ

う
に
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
や
、

宅
地
の
税
負
担
の
調
整
措
置
が
適
用
さ

れ
る
場
合
は
、
適
用
後
の
算
定
額
と
な

り
ま
す
。

評
価
の
方
法

　

総
務
大
臣
が
定
め
た
基
準
に
基
づ
い

て
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
土
地
﹈

　

地
価
公
示
価
格
や
不
動
産
鑑
定
評
価

価
格
を
基
に
、
宅
地
や
農
地
、
山
林
や

原
野
、
雑
種
地
な
ど
地
目
別
に
定
め
ら

れ
た
評
価
方
法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

﹇
家
屋
﹈

　

完
成
し
た
家
屋
の
構
造
材
や
外
装
、

内
装
な
ど
に
評
点
を
付
け
る
家
屋
調
査

に
基
づ
い
て
算
定
し
た
価
格
に
、
経
過

年
数
な
ど
の
補
正
率
を
乗
じ
て
算
出
し

ま
す
。

﹇
償
却
資
産
﹈

　

資
産
の
取
得
時
期
や
取
得
価
格
、
耐

用
年
数
に
基
づ
き
、
経
過
年
数
に
応
じ

た
減
価
を
考
慮
し
て
算
出
し
ま
す
。

子
育

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
通
称
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子
育
て
中
の

家
族
が
安
心
し
て
働
い
た
り
、
育
児
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
た
地
域
の
会
員
同
士
が

活
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

す
る
会
員
で
す
。
資
格
や
経
験
は
問

　

い
ま
せ
ん
。

　

会
員
登
録
後
に
「
ま
か
せ
て
会
員
研

　

修
」　
（
10
時
間
程
度
）
を
受
講
す
る

　

た
め
、
安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き

　

ま
す
。

★
両
方
会
員

　

お
ね
が
い
・
ま
か
せ
て
会
員
の
両
方

　

に
登
録
す
る
会
員
で
す
。

◆
活
動
内
容

　

▼
保
育
施
設
・
学
校
が
休
み
の
時
や
、

　

急
な
仕
事
・
学
校
行
事
へ
の
参
加
・

　

通
院
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保
護
者
が

　

外
出
し
た
際
の
託
児
▼
児
童
ク
ラ
ブ

　

や
習
い
事
の
送
迎　

な
ど

地
域
で
地
域
の
子
育
て
を
支
え
合
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
（
23
）
０
０
７
１

①１月22日金午前　子どもの発達と栄養
　　　　　　　　　子どもに起こりやすい事故と予防
②２月１日月午前　乳幼児救急法
③２月12日金午前　親・子・託児者がともに良い時間を
　　　　　　　　　過ごすためには
⑤２月19日 午前　楽しい！ ふれあい遊び
⑥３月12日金午前　安全運転講座

＊講師の都合などにより内容が変更になる場合があります。
　研修時間などの詳細は、市ファミリー・サポート・センター
　（☎ 0077）まで問い合わせてください。

［研修会場］　さざんか

★
お
ね
が
い
会
員
（
援
助
を
頼
み
た
い
人
）

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、０
歳
（
お

　

お
む
ね
生
後
４
カ
月
）
か
ら
小
学
校

　

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
人
が

　

利
用
で
き
ま
す
。

＊
入
会
金
や
年
会
費
、
保
険
加
入
の
負

　

担
金
な
し
。
利
用
料
は
６
０
０
円
か

　

ら
。
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
給
し

　

て
い
る
人
に
は
助
成
あ
り
。

★
ま
か
せ
て
会
員
（
援
助
を
行
い
た
い
人
）

市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に
住
む
20
歳

　

以
上
の
人
で
、
育
児
の
援
助
活
動
を

相
談

　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎
日
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
う
ま
い
話
」
に
ご
注
意
を

■
事
例
１

　
「
近
所
の
排
水
管
の
点
検
を
し
て
い

る
。
点
検
は
無
料
だ
」
と
の
電
話
が
あ

り
、「
無
料
な
ら
」
と
依
頼
す
る
と
「
管

が
汚
れ
て
い
る
」「
管
が
割
れ
て
い
る
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
高
額
な
契
約
を
勧
め

ら
れ
た
。

■
事
例
２

　

過
去
に
取
得
し
た
土
地
に
つ
い
て

「
土
地
を
買
い
取
る
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。
土
地
を
売
る
手
続
費
用
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
を
付
け
て
金
銭
の
支
払

い
を
要
求
さ
れ
、
支
払
っ
た
ら
業
者
と

連
絡
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。

■
事
例
３

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
簡
単
に
も
う
か
る
投
資
」

「
楽
し
て
も
う
け
る
話
」
を
誘
わ
れ
た
。

注
意
点

○
事
例
１
、２
の
契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

　

オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
が
正
し
い

　

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
信
頼
で
き
る
情

　

報
か
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○「
今
だ
け
無
料
」「
楽
し
て
も
う
け
る
」

　

な
ど
、
お
い
し
い
話
に
は
裏
が
あ
り

　

ま
す
。
信
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
一
度
結
ん
だ
契
約
は
、
勝
手
に
や
め

　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
契
約
前
に

　

相
手
先
や
契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

○
困
っ
た
時
は
相
談
員
が
解
決
の
方
法

　

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
諦
め
ず
に
市

　

民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

　

さ
い
。

年
末
に
増
え
る
訪
問
販
売
業
者
に
注
意

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

田
義
明　

☎
（
23
）
０
０
８
８

おねがい
会員

まかせて
会員

センター

依
頼

依
頼

オンライン相談を開始します

新型コロナウイルス感染症対策のため、インター
ネットを利用したオンライン相談を開始します。
市民相談センターに来所しなくても、ご自宅か
ら無料アプリ「Z

ズ ー ム

oom」を利用して相談すること
ができるようになります。
利用方法など、詳しくは広報まきのはら2021年
１月号でお知らせします。

新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が大幅に減少した中小事業者等（中小企業
者・小規模事業者）が所有する固定資産について、令和３年度の固定資産税を軽減します。
詳細は市のホームページにも掲載していますので、併せてご覧ください。

該当者と軽減率
中小事業者等のうち、令和２年２月から10月までの任意の連続する３カ月間の事業収入
が、前年同期間と比較して30％以上50％未満減少した場合は２分の１に、前年同期間と
比較して50％以上減少した場合はゼロに軽減されます。
＊複数の事業を営んでいる場合、すべての事業に係る収入の合計額での比較となります。

軽減対象資産
中小事業者等が所有する事業用家屋および設備などの償却資産に対する固定資産税

申告までの流れ
該当となる中小事業者等は、認定経営革新等支援機関等（税理士や商工会など）に事業
収入の減少幅を確認してもらってください。確認後、認定経営革新等支援機関等に申告
書を発行してもらい、必要書類などを添付し、市税務課へ申告します。

申告期限
令和３年２月１日月

新型コロナウイルス感染症の影響により事業収入が減少した皆さまへ
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介
護
研
修
修
了
生
が
活
躍
中
！

あ
な
た
も
一
緒
に
「
ぷ
ち
ア
ル
バ
イ
ト
」
し
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ　

長
寿
介
護
課　

中
村
佳
乃
子　

☎
（
23
））

０
０
７
６

歴
史
シ
リ
ー
ズ
連
載
「
感
染
症
の
郷
土
史
」
③

『
蕉し

ょ
う

園え
ん

渉し
ょ
う

筆ひ
つ

』
に
見
る
蛔か

い

虫ち
ゅ
う

（
回
虫
症
）
の
患
い

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

長
谷
川
倫
和　

☎
（
53
）
２
６
４
６

　

広
報
８
月
号
の
第
１
回
で
紹
介
し
た
コ
レ

ラ
は
菌
、
９
月
号
の
第
２
回
で
紹
介
し
た
麻

疹
（
は
し
か
）
は
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る

感
染
症
で
す
。
し
か
し
か
つ
て
の
日
本
で
は
、

菌
と
も
ウ
イ
ル
ス
と
も
違
う
別
の
要
因
の
感

染
症
も
、
人
々
を
苦
し
め
て
い
ま
し
た
。

　

田
沼
意
次
侯
の
失
脚
後
、
荒
廃
し
た
郷
土

の
復
興
に
尽
力
し
た
名
代
官
・
小こ

島じ
ま

蕉し
ょ
う

園え
ん

は
、

そ
の
著
書
『
蕉
園
渉
筆
』
の
中
で
、
次
の
よ

う
な
記
述
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
―
遠
州
蛔
虫
を
患
う
、
相
良
波
津
最
多
し
、
書

画
器
物
を
触
み
食
物
も
亦
貪
る
、
家
人
之
を
憎
ん

で
日
に
撲
殺
す
れ
ど
も
尽
き
ず
、
大
き
さ
都
下
の

種
に
比
し
て
二
三
倍
、
称
し
て
曰
く
大
坂
虫
、
近

時
大
坂
の
賈
船
灘
中
に
漂
泊
し
て
此
れ
に
蕃
殖

し
、
竟
に
闔
州
に
及
ぶ
と
云
う
、（
一
相
良
民
牧

之
船
中
大
群
行
李
に
付
き
宿
舎
に
至
る
）

　

市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
人
手
不
足
を
解
消
す
べ
く
、

元
気
な
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

介
護
の
入
門
的
研
修
と
１
回
２
時

間
程
度
の
「
ぷ
ち
ア
ル
バ
イ
ト
」

と
し
て
の
就
労
支
援
を
組
み
合
わ

せ
た
事
業
を
、
令
和
元
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
７
月
末
か
ら
９
月

上
旬
に
か
け
て
研
修
を
実
施
し
、

14
人
が
受
講
。
10
月
時
点
で
３
人

が
就
労
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
修
了
生
は
、
市
内
の
介
護

事
業
所
で
、
配
膳
・
下
膳
と
い
っ

た
食
事
の
準
備
や
自
宅
ま
で
の
送

迎
の
運
転
手
な
ど
、
利
用
者
の
身

体
に
触
れ
な
い
仕
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

商
工

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
経
営
が
悪
化
し
た
中
小
企
業
者
の

支
援
策
と
し
て
、静
岡
県
制
度
融
資
「
経

済
変
動
対
策
貸
付
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
枠
）」
を
利
用
し
た
中

小
企
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
金
に
係
る

利
子
相
当
額
を
対
象
と
し
て
「
利
子
補

給
金
」
を
交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
中
に
対
象
と
な
る
資
金
を

借
り
入
れ
、
令
和
２
年
12
月
末
日
ま
で

に
返
済
を
開
始
し
た
人
を
対
象
に
「
利

子
補
給
金
」
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

対
象
者

　

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
者

①
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
・
５

　

号
、
危
機
関
連
保
証
の
い
ず
れ
か
の

　

認
定
を
牧
之
原
市
か
ら
受
け
、
各
保

　

証
に
よ
り
令
和
２
年
３
月
18
日
以
降

　

に
、
静
岡
県
制
度
融
資
「
経
済
変
動

　

対
策
貸
付
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
症
対
応
枠
）」
の
貸
付
け
を
受
け

　

て
い
る
こ
と

②
原
則
と
し
て
、
市
内
で
１
年
以
上
継

　

続
し
て
事
業
を
営
ん
で
い
る
会
社
ま

　

た
は
個
人

③
市
税
に
未
納
が
な
い
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
経
営
悪
化
に
対
す
る
支
援
／
設
備
投
資
に
対
す
る
支
援

市
が
中
小
企
業
者
の
借
入
れ
利
子
を
補
給
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課　

山
崎
広
幹　

☎
（
53
）
２
６
４
７

補
給
率

　

１
・４
％
以
内
（
静
岡
県
が
利
子
補
給

す
る
分
に
上
乗
せ
し
、
市
が
残
り
の
利

子
を
全
額
補
給
）

交
付
期
間

　

借
入
日
か
ら
１
年
以
内

必
要
書
類

①
交
付
申
請
書

②
請
求
書

③
融
資
制
度
の
名
称
が
確
認
で
き
る
も

　

の
（
信
用
保
証
決
定
の
お
知
ら
せ
の

　

写
し
な
ど
）

④
返
済
計
画
が
確
認
で
き
る
も
の
（
返

　

済
予
定
表
、
返
済
額
明
細
書
な
ど
）

⑤
令
和
２
年
中
の
月
々
の
利
子
の
支
払

　

い
が
確
認
で
き
る
も
の
（
利
息
引
落

　

し
預
金
通
帳
の
写
し
、
返
済
証
明
書

　

な
ど
）

⑥
そ
の
他
必
要
書
類

　

市
や
県
、
政
府
系
金
融
機
関
な
ど
の

公
的
な
融
資
制
度
を
利
用
し
、
事
業
用

の
「
設
備
」
を
購
入
し
た
中
小
企
業
者

に
、
そ
の
資
金
に
係
る
利
子
相
当
額
を

対
象
と
し
て
「
利
子
補
給
金
」
を
交
付

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
中
に
対
象
と
な
る
資
金
を

借
り
入
れ
、
新
た
に
「
設
備
」
を
導
入

し
、
令
和
２
年
12
月
末
日
ま
で
に
返
済

を
開
始
し
た
人
を
対
象
に
「
利
子
補
給

金
」
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
て
、

市
税
に
未
納
が
な
い
中
小
企
業
者

対
象
資
金

　

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
融
資
制
度

に
よ
り
借
り
受
け
た
設
備
資
金
。
た
だ

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
支
援
（
特
別
利
子
補
給
制
度
な

ど
）
に
よ
り
、
実
質
的
に
無
利
子
化
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

①
政
府
関
係
融
資
制
度

②
静
岡
県
融
資
制
度　

＊
国
連
携
新
型

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
貸
付

　

お
よ
び
経
済
変
動
対
策
貸
付
（
新
型

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
枠
）

　

を
除
く

③
牧
之
原
市
小
口
資
金
融
資
制
度

④
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
制
度

交
付
額

　

借
入
金
額
の
１
％
以
内
（
限
度
額

10
万
円
）

交
付
期
間

　

借
入
日
か
ら
３
年
以
内

必
要
書
類

①
交
付
申
請
書

②
請
求
書

③
融
資
制
度
の
名
称
が
確
認
で
き
る
も

　

の
（
信
用
保
証
決
定
の
お
知
ら
せ
の

　

写
し
な
ど
）

④
設
備
投
資
の
内
容
と
支
払
い
が
確
認

　

で
き
る
も
の
（
契
約
書
や
請
求
書
、

　

領
収
書
、
支
払
い
預
金
通
帳
の
写
し

　

な
ど
）

⑤
返
済
計
画
が
確
認
で
き
る
も
の
（
返

　

済
予
定
表
、
返
済
額
明
細
書
な
ど
）

⑥
令
和
２
年
中
の
月
々
の
利
子
の
支
払

　

い
が
確
認
で
き
る
も
の
（
利
息
引
落

　

し
預
金
通
帳
の
写
し
、
返
済
証
明
書

　

な
ど
）

⑦
そ
の
他
必
要
書
類

﹇
共
通
事
項
﹈

受
付
期
間

　

令
和
３
年
１
月
４
日
月
〜
15
日
金

　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
（
水
曜

　

日
の
み
午
後
７
時
）

　

＊
土
日
祝
日
を
除
く

会
場

　

商
工
振
興
課
（
相
良
庁
舎
２
階
）

申
込
方
法

　

必
要
書
類
を
用
意
し
、
受
付
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
交
付
申
請
書
と
請
求
書
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

る
ほ
か
、
商
工
振
興
課
の
窓
口
で
も

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
遠
州
地
方
の
人
々
は

「
蛔
虫
」
す
な
わ
ち
回
虫
症
を
患
う
人
が
多
く
、

相
良
や
波
津
で
は
特
に
多
か
っ
た
と
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
大
阪
の
商
船

が
漂
泊
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

回
虫
は
、
主
に
小
腸
に
寄
生
す
る
人
体
寄

生
虫
の
一
種
で
、
雄
は
体
長
15
〜
20
㌢
㍍
、

雌
は
20
〜
30
㌢
㍍
程
度
ま
で
成
長
し
ま
す
。

感
染
す
る
と
、
食
欲
不
振
や
腹
痛
、
嘔
吐
な

ど
の
消
化
器
症
状
に
襲
わ
れ
、
多
数
寄
生
さ

れ
た
場
合
は
、
肺
炎
や
胆
の
う
炎
、
腸
閉へ

い

塞そ
く

な
ど
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

回
虫
症
は
、
野
菜
や
果
物
な
ど
に
付
着
し

た
回
虫
の
卵
を
摂
取
す
る
こ
と
で
感
染
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
衛
生
管
理
が
整
い
、
人
ふ

ん
肥
料
を
使
わ
な
く
な
っ
た
現
代
日
本
で

は
、
感
染
す
る
心
配
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、そ
う
し
た
環
境
が
未
整
備
だ
っ

た
昭
和
30
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
国
民
の
半
数

が
感
染
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
一
般
的

な
感
染
症
で
し
た
。
年
配
の
皆
さ
ん
は
、
回

虫
の
こ
と
を
「
え
む
し
」
と
い
っ
て
、
カ
イ

ニ
ン
ソ
ウ
な
ど
虫
下
し
の
薬
を
飲
ん
だ
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

感
染
症
と
い
え
ば
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
ば

か
り
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
寄
生
虫
も
ま
た
人

類
が
闘
っ
て
き
た
感
染
症
の
大
き
な
原
因
で

し
た
。
私
た
ち
が
寄
生
虫
に
悩
ま
さ
れ
な
く

な
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
か
ら
だ
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

小島蕉園著『蕉園渉筆』
（市史料館所蔵）

修了生の声

――今、どのようなお仕事をしていますか？
デイサービスの送迎運転手として、１日２便、午後３時30分～午
後５時までの時間で働いています。

――実際に働いてみてどうですか？
今は、利用者の顔や名前などを覚
えるのに精一杯ですが、子どもた
ちの下校時間と重なることもある
ので、早く道を覚えて、安全運転
を第一に頑張ります！

■次年度に向けて
介護事業所からは「夕方や送迎時など、まだまだ人手が欲しい時
間帯ややってもらいたい仕事がある」という声が聞かれます。
そこで次年度からは、さらに介護現場の人手不足解消につなげる
べく、介護現場が「必要としている手伝い」を明確にし、その内
容に沿った研修受講生を募集する予定です。詳細が決まり次第、
広報まきのはらやホームページなどでお知らせします。

送迎の様子



☎



こ
ど
も
の
健
診
に
つ
い
て

市
で
は
、
お
子
さ
ん
の
健
や

か
な
成
長
を
確
認
し
、
保
護
者

と
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め

「
こ
ど
も
の
健
診
」
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
市
の
健
診

は
き
め
細
や
か
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

﹇
牧
之
原
市
の
健
診
﹈

○
７
か
月
児
健
康
相
談

○
１
歳
児
健
康
相
談

☆
１
歳
６
か
月
児
健
診

○
２
歳
児
歯
科
健
診

○
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

☆
３
歳
児
健
診

○
３
歳
６
か
月
児
・
４
歳
児

　

歯
科
相
談

＊
☆
は
法
定
健
診
で
す

●
健
診
は
何
の
た
め
に
？

お
子
さ
ん
に
病
気
が
隠
れ
て

い
な
い
か
、
身
長
や
体
重
の
伸

び
（
成
長
）、
こ
と
ば
や
認
知

面
（
発
達
）
な
ど
の
確
認
を
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
は
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
心
配
ご
と

な
ど
を
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

●
園
に
行
っ
て
い
る
け
ど
？

　

保
育
園
や
幼
稚
園
で
も
内
科

健
診
や
歯
科
健
診
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
市
の
健
診
で
は
、
医

師
・
看
護
師
・
保
健
師
・
歯
科

衛
生
士
・
栄
養
士
・
臨
床
心
理

士
な
ど
の
多
職
種
が
、
幅
広
い

視
点
で
お
子
さ
ん
や
保
護
者
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
が

気
付
か
な
い
問
題
が
見
つ
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
護

者
自
身
に
心
配
が
な
く
て
も
、

受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
感
染
予
防
対
策
は
？

　

４
〜
５
月
は
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
延
期
対
応
と
な
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
健
診
カ
レ
ン

ダ
ー
通
り
の
日
程
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

受
付
前
の
体
温
測
定
や
体
調

チ
ェ
ッ
ク
、
会
場
の
こ
ま
め
な

換
気
、
物
品
の
消
毒
、
ス
タ
ッ

フ
の
手
指
消
毒
な
ど
、
感
染
予

防
の
徹
底
を
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

保
健
師　

松
髙
紗
奈

☎ ☎ ☎
☎

☎

☎ ☎
☎ ☎
☎ ☎
☎ ☎
☎ ☎
☎ ☎
☎ ☎
☎ ☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
☎



▶
▶

▶

火

☎

雑誌スポンサーとは
民間企業、事業者、団体などに雑誌の購入費用
を負担していただき、雑誌の最新号に透明のビ
ニールカバーを掛け、オモテ面に「スポンサー
名称」、ウラ面に「事業広告」を掲載する制度です。

▶スポンサーは企業・商店・事業者・団体など
　です。
▶雑誌の提供期間は、12カ月です（４月から翌
　年３月での更新）。
▶提供雑誌は、図書館が作成した「雑誌リスト」
　から選定させていただきます。

［問い合わせ］社会教育課　森川崇之
　　　　　　  ☎532646

https://www.city.
makinohara.shizuoka.jp/
site/library/

詳細は市ホームページ
（図書館）へ

雑誌スポンサーを募集しています 

牧之原市立図書交流館の愛称が決定！

（ＩＫＯＴＴＯ）

市内外から、811件もの応募がありました。
多くの皆さんからのご応募、誠にありがとうございました。

牧之原市立図書交流館「いこっと／ＩＫＯＴＴＯ」は４月17日 に開館予定です。

いこっといこっと
選定の理由

「気軽に、いつでも
だれでも訪れてほし
い」という施設のコ
ンセプトにぴったり。

開館までの間、図書館オンラインシステム導入などに伴い、全ての市立図書館を休館しています。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解、ご協力をお願いします。

最優
秀賞受賞者

村むら
松まつ咲

さき

和
わ

さん（勝間田
小４

年
）



　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

県
内
の
公
営
住
宅
関
係
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
「
県
営
住
宅
の
ご
案
内
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

静
岡
県
住
宅
供
給
公

社　

住
宅
サ
ー
ビ
ス
課

☎
０
５
４
（
２
５
５
）
４
８
２
４

お
知
ら
せ

　

医
療
従
事
者
を
目
指
す
中
学
１
・

２
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

漫
画
『
義
男
の
空
』
の
作
者
が
講
演

し
ま
す
。
本
市
の
会
場
で
は
、
焼
津

市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
る
講
演
会
を

映
像
配
信
し
ま
す
。

日
時　

１
月
17
日
　

午
後
１
時
15

分
〜
午
後
３
時

会
場　

い
〜
ら

対
象　

中
学
１
・
２
年
生
と
そ
の
保

護
者
、
そ
の
他
希
望
す
る
人

申
込
方
法　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
申
し
込
む
。

定
員　

２
５
０
人

申
込
期
限　

１
月
８
日

問
い
合
わ
せ　

静
岡
県
中
部
保
健
所

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
９
２
７
３

０
５
４
（
６
４
４
）
４
４
７
１

kfch
u
u
b
u
-iryo

u
@
p
ref.

shizuoka.lg.jp

　

毎
年
１
月
、
２
月
の
２
ヶ
月
間
、

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

献
血
者
が
減
少
す
る
冬
季
に
お
い

て
、
安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給

を
確
保
す
る
た
め
に
、
新
た
に
成
人

式
を
迎
え
る
若
者
を
中
心
と
し
て
広

く
国
民
各
層
に
献
血
へ
の
理
解
と
協

力
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
場
所
は
、
県
内
３
カ
所
の
献

血
ル
ー
ム
の
他
、
静
岡
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

▼
中
部
保
健
所
衛
生

薬
務
課

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
９
２
８
９

▼
中
部
保
健
所
榛
原
分
庁
舎　

☎
（
22
）
１
１
５
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
令
和

３
年
元
旦
に
さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
で

予
定
し
て
い
た
「
初
詣
祈
願
式
」
お

よ
び
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
打
ち
上
げ
」

を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

鳥
居
は
さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
中
央

に
設
置
し
ま
す
の
で
、
密
を
避
け
て

ご
自
由
に
参
拝
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ま
き
の
は
ら
産
業
・

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

栗
田

☎
（
22
）
５
６
０
０

　

中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
で
は
、

災
害
に
強
い
設
備
形
成
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
停
電
を
「
ゼ

ロ
」
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

停
電
発
生
時
、
停
電
地
域
や
復
旧

時
間
の
見
込
み
な
ど
の
情
報
を
、
同

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://teiden.

chuden.jp/

）
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
停
電
情
報
お
知
ら

せ
サ
ー
ビ
ス
」
を
通
じ
て
、
速
や
か

に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
は
、
地
点

登
録
し
た
エ
リ
ア
で

停
電
が
発
生
・
復
旧

し
た
場
合
に
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お

知
ら
せ
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
停

電
情
報
を
す
ぐ
に
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
機

能
に
よ
り
、
停
電
や

設
備
に
関
し
て
気
軽

に
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

停
電
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

中
部

電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

☎
０
１
２
０
（
９
７
７
）
５
２
２

（
通
話
料
無
料
）

　

中
部
電
力
川
口
水
力
発
電
所
の
施

設
点
検
の
た
め
、
大
井
川
農
業
用
水

が
断
水
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
を
流
れ
る
河

川
や
水
路
も
断
水
し
、
消
火
活
動
な

ど
に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
火
の
元
に
は
十
分
ご
注
意
の
上
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　

１
月
１
日　

〜
５
日

問
い
合
わ
せ　

大
井
川
土
地
改
良
区

☎
０
５
４
７
（
37
）
７
１
５
１

　

静
岡
県
内
の
３
つ
の
農
業
共
済
組

合
（
静
岡
県
東
部
農
業
共
済
組
合
、

静
岡
県
中
部
農
業
共
済
組
合
、
静
岡

県
西
部
農
業
共
済
組
合
）
が
令
和
３

年
１
月
に
合
併
し
、「
静
岡
県
農
業

共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
）」

が
発
足
し
ま
す
。

　

新
し
い
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
は
、
更

な
る
組
織
運
営
の
効
率
化
や
多
様
化

す
る
農
業
経
営
者
の
要
望
に
対
応
し

た
事
業
の
展
開
を
目
指
し
、
収
入
保

険
と
農
業
共
済
に
よ
り
、
農
業
経
営

者
の
皆
さ
ま
を
よ
り
一
層
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課　

浅
井

☎
（
53
）
２
６
１
８

　

静
岡
県
司
法
書
士
会
が
毎
年
行
う

「
相
続
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
に

合
わ
せ
て
、
本
年
も
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
１
回
30
分
、
相
談
料
無
料

で
、
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

２
月
13
日
　

午
前
９
時
〜

正
午

会
場　

さ
ざ
ん
か
２
階　

会
議
室
３

問
い
合
わ
せ　

司
法
書
士　

堀
池

☎
（
52
）
１
３
６
６

　

医
療
従
事
者
は
、
各
法
律
に
よ
り

２
年
に
１
度
、
12
月
31
日
現
在
の
就

業
状
況
（
医
師
、
歯
科
医
師
お
よ
び

薬
剤
師
は
す
べ
て
の
有
資
格
者
）
を

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

12
月
中
旬
ご
ろ
、
県
か
ら
各
職
場

を
通
じ
て
「
届
出
票
」
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
期
限
ま
で
に
就
業
地
（
医

師
、
歯
科
医
師
お
よ
び
薬
剤
師
は
住

所
地
で
も
可
）
を
管
轄
す
る
保
健
所

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
届
出
票
が
配
布
さ
れ
な
い

場
合
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

１
月
15
日
金

提
出
先　

▼
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師
＝
就
業
地
ま
た
は
住
所
地
を
管

轄
す
る
保
健
所
▼
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、

歯
科
技
工
士
＝
就
業
地
を
管
轄
す
る

保
健
所

問
い
合
わ
せ　

▼
医
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
＝
静
岡
県
健
康
福
祉
部
政
策

管
理
局
健
康
福
祉
政
策
課
企
画
班

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
３
６
３

▼
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工

士
＝
静
岡
県
健
康
福
祉
部
医
療
局
地

域
医
療
課
看
護
師
確
保
班

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
３
７
６
２

　

テ
レ
ワ
ー
ク
を
始
め
と
し
た
「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
対
応
す
る
た
め

の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
係
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

工
事
を
実
施
す
る
居
住
者
、

居
住
予
定
者
（
個
人
に
限
る
）

補
助
額　

最
大
35
万
円
（
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
費
用
の
半
額
）、
県
産
材
利

用
に
よ
る
補
助
金
加
算
あ
り
（
最
大

14
万
円
）

申
込
期
限　

２
月
26
日
金
（
必
着
）

問
い
合
わ
せ　

一
般
財
団
法
人
静
岡

県
建
築
住
宅
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
２
０
２
）
５
５
７
６

募　

集

　

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い

る
マ
マ
の
た
め
の
、
親
子
の
絆
作
り
、

親
同
士
の
仲
間
作
り
と
育
児
の
知
識

を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
22
日

・
29
日

・
２

月
５
日

・
12
日
　

午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

さ
ざ
ん
か　

多
目
的
室

対
象　

令
和
２
年
７
月
25
日
〜
令
和

２
年
11
月
21
日
生
ま
れ
の
第
１
子
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
母
親

申
込
方
法　

対
象
者
に
は
直
接
案
内

通
知
を
郵
送
。
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー(

さ
ざ
ん
か
内
）
へ
直

接
申
し
込
む
。

定
員　

８
組

参
加
費　

１
１
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限

12
月
25
日

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

申
込
先　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー　

田
中

☎
（
23
）
０
０
８
３

日
時　

２
月
23
日　
　

午
後
１
時
15

分
〜
午
後
２
時
40
分
（
開
場
は
午
後

０
時
30
分
）

会
場　

い
〜
ら

テ
ー
マ　
「
戦
国
の
女
性
た
ち
と
城
」

講
師

小お

和わ

田だ

哲て
つ

男お

氏
（
静
岡
大
学

名
誉
教
授
）

申
込
方
法　

整
理
券
を
１
月
12
日
火

か
ら
社
会
教
育
課
（
相
良
庁
舎
３
階
、

榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
無
料
配
布

＊
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
不
可

定
員　

先
着
２
０
０
人

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

山
本

☎
（
53
）
２
６
４
６

　

音
響
反
響
板
を
設
置
し
た
ス
テ
ー

ジ
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
弾
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

１
月
22
日

・
23
日

・

24
日

時
間　

▼
22
日

＝
午
後
４
時
〜
午

後
９
時
▼
23
日

・
24
日

＝
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

会
場　

い
〜
ら

対
象　

ど
な
た
で
も
（
市
外
の
人
も

可
）　

＊
未
就
学
児
、
小
学
生
は
保

護
者
の
付
き
添
い
が
必
要

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
む
。

参
加
費　

１
時
間
単
位
、
事
前
納

付
▼
１
台
＝
５
０
０
円
▼
２
台
＝

１
０
０
０
円

申
込
先　

社
会
教
育
課
（
榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）　

大
石

☎
（
23
）
０
０
０
２

　

ご
質
問
や
詳
細
な
ど
は
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種　

放
射
線
技
師
（
新
卒
）

募
集
人
数　

２
人

採
用
日　

４
月
１
日

試
験
日　

１
月
14
日
　

＊
午
前
９

時
45
分
〜
受
付
開
始

試
験
内
容　

面
接
、
適
性
検
査

提
出
書
類　

履
歴
書
・
成
績
証
明
書
・

卒
業
見
込
み
証
明
書

申
込
期
限　

１
月
８
日

（
必
着
）

＊
郵
送
可

問
い
合
わ
せ　

榛
原
総
合
病
院　

人

事
・
採
用
担
当　

片
瀬

☎
（
22
）
１
１
３
１

﹇
自
衛
官
候
補
生
﹈

　

自
衛
官
と
し
て
最
も
一
般
的
で
、

曹
お
よ
び
幹
部
へ
の
道
も
開
か
れ
た

コ
ー
ス
で
２
〜
３
年
を
一
任
期
と
し

て
勤
務
し
ま
す
。

資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

試
験　

２
月
13
日

申
込
期
限　

試
験
は
年
間
を
通
し
て

行
っ
て
お
り
、
申
し
込
み
に
つ
い
て

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
藤

枝
地
域
事
務
所

☎
０
５
４
（
６
４
３
）
６
３
９
１

　

日
程
と
受
付
時
間
帯
に
つ
い
て
は

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
日　

３
月
18
日
木
〜
29
日
月
ま

で
の
期
間
で
、
各
出
願
区
分
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
日

募
集
定
員　

１
０
０
０
人

出
願
資
格　

中
学
校
卒
業
見
込
み
の

人
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
高
等

学
校
転
入
学
希
望
者
、
中
退
者
な
ど

入
学
者
選
抜　

書
類
審
査
に
よ
る

出
願
書
類　

①
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
入

学
説
明
会
（
後
述
）
に
参
加
し
て
入

手
②
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
直
接
入
手
＝

休
校
日
が
あ
る
た
め
、
事
前
に
電
話

で
確
認
の
上
、
来
校
し
て
く
だ
さ
い

③
郵
送
で
入
手
＝
返
信
用
封
筒
（
角

１
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、

５
１
０
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を

同
封
し
、
左
記
へ
郵
送

郵
送
先　

〒
４
２
０ -

８
５
０
２

静
岡
市
葵
区
城
北
二
丁
目
29
番
１
号

静
岡
中
央
高
等
学
校　

中
央
キ
ャ
ン

パ
ス
「
願
書
配
布
係
」

入
学
説
明
会　

県
内
３
キ
ャ
ン
パ
ス

（
東
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
三
島
市
）、
中

央
キ
ャ
ン
パ
ス
（
静
岡
市
）、
西
部

キ
ャ
ン
パ
ス
（
湖
西
市
））
で
実
施

し
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日
程　

①
１
月
31
日
日　

午

後
２
時
〜
②
２
月
17
日
水　

午
後
２

時
〜

問
い
合
わ
せ　

静
岡
中
央
高
等
学
校

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
０
５
４
（
２
０
９
）
２
４
３
１

　

放
送
大
学
で
は
、
10
代
か
ら
90
代

の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万
人
の
学
生

が
「
大
学
を
卒
業
し
た
い
」「
学
び

を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

授
業
は
、
テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
時
に
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

▼
第
１
回
＝
２
月
28
日

第
２
回
＝
３
月
16
日

資
料
請
求
先　

放
送
大
学
静
岡
学
習

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
（
９
８
９
）
１
２
５
３

講
習
会
番
号　

Ｂ
20-

１
７
０

日
時　

１
月
31
日

・
２
月
７
日

（
２
日
間
）　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

10
分
（
両
日
）

会
場　

御
前
崎
市
佐
倉
地
区
セ
ン

タ
ー
（
元　

佐
倉
公
民
館
）

講
習
費
用　

▼
大
人
・
大
学
生
＝

２
万
３
１
５
０
円
▼
小
中
学
高
校
生

＝
９
８
５
０
円

申
込
期
限　

１
月
25
日

申
込
先　

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
振

興
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）
静
岡
県
中
部

受
付
代
行　

榛
南
無
線
電
器　

増
田

☎
（
52
）
２
３
９
３

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
は
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
６
分
の
１
サ
イ
ズ
の
コ
ー

ト
で
楽
し
め
る
室
内
競
技
で
す
。
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
く
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象

18
歳
以
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
た
い
人
、
体
を
動
か
し
た
い

人
（
初
心
者
も
経
験
者
も
大
歓
迎
）

練
習
日　

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

30
分

場
所　

旧
片
浜
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ　

牧
之
原
市
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
相
良
ク
ラ
ブ　

代
表　

後
藤

☎
０
９
０
（
３
９
６
８
）
２
８
４
６

あ
な
た
も
べ
ビ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
男ひ
と

と
女ひ
と

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
榛
原
総
合
病
院
」で
ぜ
ひ

一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
！

「
な
り
た
い
自
分
に
な
れ

る
道
」自
衛
官
募
集
案
内

い
〜
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
み
よ
う
！

祝

新
し
い
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡

誕
生
で
農
業
を
サ
ポ
ー
ト

「
次
代
の
医
師
を
育
む
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
す

い
つ
か
し
よ
う
を
、
今
に

し
よ
う
。
は
た
ち
の
献
血

停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー

ビ
ス
の
ア
プ
リ
を
ご
紹
介

施
設
点
検
の
た
め
大
井
川

農
業
用
水
が
断
水
し
ま
す

県
立
静
岡
中
央
高
等
学
校

通
信
制
の
課
程
生
徒
募
集

放
送
大
学
で
は
２
０
２
１

年
４
月
入
学
生
を
募
集
中

第
４
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技

士
養
成
課
程
講
習
会
の
募
集

一
緒
に
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

県
司
法
書
士
会
が
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

医
療
従
事
者
は
就
業
状
況

の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
応
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
補
助

祝

初
詣
祈
願
式
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
花
火
中
止
の
お
知
ら
せ

県
営
住
宅
の
入
居
希
望
者

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

本
市
の
会
場
で
は

会
館
で
行
わ
れ
る
講
演

信
し
ま
す
。

１
月
17
日

午
後
１

後
３
時

い
〜
ら

中
学
１
・
２
年
生
と
そ

そ
の
他
希
望
す
る
人

法

ホ
ー
ム

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

で
申
し
込
む
。

２
５
０
人

限

１
月
８
日

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため
中止となりました。
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問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎㉓

問 ☎㉓

問 ☎㉓
問

☎

問 ☎㉓

問 ☎

問 ☎

新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用と体温測定の実施にご理解、
ご協力をお願いします。お出かけ前に、ご自宅で体温を測定し、37.5℃以上ある場
合のほか、咳症状や倦怠感などがある場合は、相談を見合わせてください。
相談会場でも体温測定を行い、37.5℃以上ある場合や咳症状がある場合などは、電
話相談への切り替えや相談の延期などをさせていただく場合があります。

問 ☎

☎

　

冬
季
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
大
流

行
し
ま
す
。
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、

急
性
胃
腸
炎
を
引
き
起
こ
す
ほ
か
、

食
中
毒
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

症
状
は
、
お
う
吐
、
腹
痛
、
下
痢
、

発
熱
な
ど
で
、
症
状
が
回
復
し
て
も

数
週
間
に
わ
た
り
ウ
イ
ル
ス
を
便
に

排
出
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
感
染

し
て
も
症
状
が
出
な
い
人
も
い
ま
す

が
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
て
感
染
源

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

調
理
を
す
る
際
は
、
し
っ
か
り
手

を
洗
い
、
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ

か
り
加
熱
し
て
、
食
中
毒
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
普
段
か
ら
家
族
全

員
で
２
度
手
洗
い
を
実
行
し
、
よ
く

手
を
触
れ
る
場
所
、
調
理
器
具
、
患

者
の
便
や
お
う
吐
物
を
処
理
し
た
後

は
、
塩
素
系
消
毒
剤
で
消
毒
す
る
こ

と
で
感
染
を
予
防
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
中
部
保
健
所
榛
原

分
庁
舎　

☎
（
22
）
１
１
５
１

　

航
空
機
が
、
悪
天
候
な
ど
に
よ
っ

て
運
用
時
間
を
延
長
し
た
件
数
（
７

月
〜
９
月
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

件
数　

▼
７
月
＝
３
１
０
便
の
う
ち

０
件
▼
８
月
＝
５
１
１
便
の
う
ち
１

件
▼
９
月
＝
２
９
３
便
の
う
ち
０
件

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

増
田

☎
（
53
）
２
６
１
２

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に

か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
）
ま
た
は

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

融
資
額　

子
ど
も
１
人
当
た
り　

３
５
０
万
円

金
利　

年
１
・
66
％　

固
定
金
利

＊
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
世
帯
年

収
な
ど
の
条
件
に
よ
り
優
遇
あ
り

返
済
期
間

15
年
以
内

＊
交
通
遺
児
家
庭
、
母
子
家
庭
、
父

子
家
庭
、
世
帯
年
収
な
ど
の
条
件
に

よ
り
優
遇
あ
り

使
い
道　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科

書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の

敷
金
・
家
賃
な
ど

返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

保
証　
（
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保

証
基
金
（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証

も
可
能
）

問
い
合
わ
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
（
０
０
８
）
６
５
６
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　

ま
た
は

☎
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

　

自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
、

示
談
を
め
ぐ
る
損
害
賠
償
の
問
題
で

お
困
り
の
人
を
対
象
に
、
セ
ン
タ
ー

の
弁
護
士
が
、
中
立
・
公
正
な
立
場

で
、
当
事
者
間
の
紛
争
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

　

被
害
者
ご
本
人
が
損
害
賠
償
問
題

の
法
律
知
識
が
な
か
っ
た
り
、
交
渉

に
不
慣
れ
で
あ
っ
て
も
安
心
で
す
。

法
律
の
専
門
家
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
早
期
に
紛
争
解
決
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
の
弁

護
士
費
用
は
、
解
決
す
る
ま
で
一
切

か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
電
話
で

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法
人
交
通

事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー　

静
岡
相

談
室

☎
０
５
４
（
２
５
５
）
５
５
２
８

　

海
上
保
安
庁
は
、
海
上
で
の
事
件
・

事
故
の
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
と
し

て
、
警
察
の
「
１
１
０
番
」、
消
防

の
「
１
１
９
番
」
と
同
じ
よ
う
に
、

局
番
な
し
３
桁
電
話
番
号
「
１
１
８

番
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
聴
覚
や
発
話
に
障
が
い

の
あ
る
人
を
対
象
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用
し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
８
」
と
い
う
緊
急
時
通
報
を
運

用
し
て
い
ま
す
。

　

海
で
事
件
事
故
を
目
撃
し
た
ら
、

「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
何
が
あ
っ
た

の
か
」
な
ど
を
落
ち
着
い
て
簡
潔
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
を
オ
ン
に
す
る
こ
と
で
、
迅

速
な
救
助
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

海
に
お
出
掛
け
の
際
は
、
自
分
自

身
の
命
を
守
る
た
め
の
３
つ
の
基
本

（
①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着

用
②
防
水
パ
ッ
ク
入
り
携
帯
電
話
等

の
連
絡
手
段
の
確
保
③
１
１
８
番
・

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
の
有
効
活
用
）
を
守

り
、
安
全
に
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ　

御
前
崎
海
上
保
安
署

☎
（
63
）
４
９
９
９

富
士
山
静
岡
空
港
運
用
時

間
の
臨
時
延
長
に
つ
い
て

教
育
資
金
を
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト
！

冬
季
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食

中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
の
補
償
問
題
な

ど
で
お
困
り
の
皆
さ
ん
へ

海
の
も
し
も
は
「
１
１
８

番
」
に
電
話
し
ま
し
ょ
う



広
報
ま
き
の
は
ら
vol.231

令
和
２
年
12
月
15
日
発
行

小
塚　

妃
万
里
さ
ん

こ
づ
か
・
ひ
ま
り　
　
　

地
頭
方
小
６
年　

落
居
区

▼
表
紙
や
紙
面
で
紹
介
し
た

「
ア
ー
ス
ラ
ン
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」。
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た

ち
で
試
行
錯
誤
し
て
考
え
た
自
慢

の
一
品
を
熱
く
プ
レ
ゼ
ン
す
る
様

子
を
取
材
し
ま
し
た
。
ど
の
料
理

も
お
い
し
そ
う
で
、
ち
ょ
う
ど
お

昼
前
の
時
間
だ
っ
た
の
で
、
お
腹

が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
に
。
ど
こ
か
に

試
食
コ
ー
ナ
ー
が
な
い
か
探
し
て

し
ま
い
ま
し
た
▼
ど
の
学
校
に
も

共
通
し
て
い
た
の
は
「
地
元
の
お

い
し
い
食
材
や
魅
力
を
も
っ
と
み

ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
思
い
。
私
も
、
地
元
の
食
材

だ
け
で
こ
ん
な
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊

か
な
料
理
が
で
き
る
こ
と
を
改
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
皆

さ
ん
の
２
０
２
０
年
は
、
ど
の
よ

う
な
年
で
し
た
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で

今
ま
で
に
な
い
１
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
個
人
的
に
は
、
家
で
家
族

と
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
こ
と
は

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

の
感
染
が
再
拡
大
し
、
い
つ
も
と

は
違
う
年
末
年
始
に
な
り
ま
す
が
、

感
染
予
防
に
注
意
し
な
が
ら
、
無

事
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
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